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日本人大学生の英語学習意識及び方略についての研究
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An Analysis of Japanese University Students’ Perceptions






































































表2 入学年度別のTOEIC IP スコア
1学年前期 2学年後期
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図1 アンケート項目1（下位） 図2 アンケート項目2（下位）
図3 アンケート項目1（中位） 図4 アンケート項目2（中位）



























































































































































項目平均値 1．6 1．9 2．1
1．全くそう思わない
2．そう思わない
3．そう思う
4．強くそう思う
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とである。
本学における喫緊の課題としては、習熟度が低く、かつ英語学習に自信を持てない学生に
対する対応策をいかに講じるかという点だと考える。それは基本的には英語教員が日々の授
業の中で個々に実践すべきものである。しかしながら、教養教育課程における英語教育を司
る全学教育機構としては、その点を重視したカリキュラムの再構築を行うことが先決であろ
う。さらには、習熟度の低い学習者でも自信が持てるような授業設計を行うように、専任及
び非常勤講師が定期的に一堂に集まって全担当教員の意思統一を図り、さらにFD等を開催
するなどして、定期的に個々の教員のスキルアップを図る事が不可欠だと考える。
5．まとめ
以上、TOEIC スコアと6つのアンケート項目の分析を行った。主に以下の5つの示唆が
得られた：
1．TOEIC スコアの度数分布から、特にリーディングの低スコア方向への偏りが顕著であ
るため、リーディング力向上に特化した英語教育を施す必要がある。
2．下位グループ（TOEIC スコア395以下）の学生は、英語力が相対的に低いにもかかわら
ず、その約2割が予習や復習もせずに、英語の授業をただ受けるだけの状態に陥ってい
る。
3．英語圏の文化に興味のある学生の割合は、英語の習熟度と比例している。
4．英語学習に対して知的好奇心を持っている学習者の割合は、英語の習熟度及び英語の学
習時間と比例している。
5．下位グループの学生の約半数は、英語学習によって英語力が向上するはずだというビ
リーフを持っていない。
今回の分析は、単にTOEIC スコアと6つの属性アンケートをまとめ、その結果について
考察したものに過ぎない。属性アンケートの制限はあるものの、学生の英語力を向上させる
ためには、分析の継続とその結果のフィードバック、つまり授業改善及びカリキュラムの再
構築が不可欠である。今回得られた幾つかの示唆から、本学として講じるべき施策を早急に
検討する必要があるだろう。
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